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神
秘
的
で
優
雅
な
音
色�

小
林
公
哉
さ
ん
（
１
１
5
期
）
の�

�

ビ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
演
奏
♬

　

関
東
同
窓
会
で
は
1
月
20
日
（
土
）

に
東
京
都
千
代
田
区
一
ツ
橋
の
日
本
教

育
会
館
・
喜
山
倶
楽
部
で
新
年
会
を
開

催
し
ま
す
。
今
回
の
演
奏
会
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
打
楽
器
奏
者

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
1
1
5
期
の
小

林
公
哉
さ
ん
が
、
ビ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
と
ス

ネ
ア
ド
ラ
ム
を
奏
で
ま
す
。

　

小
林
さ
ん
は
、
使
用
楽
器
に
つ
い
て

「
ビ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
と
い
う
鍵
盤
打
楽
器

を
中
心
に
演
奏
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
金
属
で
作
ら
れ
た
音
板
に
、
フ
ァ

ン
の
風
が
当
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
音

が
振
動
（
ビ
ブ
ラ
ー
ト
）
す
る
こ
と
が

特
徴
的
で
す
。
神
秘
的
で
優
雅
な
音
色

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
」
と
説
明
、

「
こ
の
度
は
演
奏
の
機
会
を
い
た
だ
き
、

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
皆
様
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
に
富
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
用
意

【
プ
ロ
フ
ィ
ル
】

1
．
高
校
卒
業
年　

2
0
1
7
年　

2
．
卒
業
大
学　

東
京
藝
術
大
学

3
．
出
身
地　

上
田
市
真
田
町
傍
陽

4
．
出
身
中
学　

上
田
市
立
真
田
中
学
校

5
．
高
校
時
代
所
属
班　

吹
奏
楽
班

6
．
演
奏
す
る
楽
器
と
の
出
会
い
か
ら
現
在

　

小
学
校
の
金
管
バ
ン
ド
に
て
、
9
歳
よ
り
打
楽
器
を

始
め
る
。
東
京
藝
術
大
学
卒
業
、
同
大
学
院
修
士
課
程

に
在
学
中
。
打
楽
器
を
荻
原
松
美
、
佐
藤
美
和
、
杉
山

智
恵
子
、
藤
本
隆
文
の
各
氏
に
師
事
。
第
1
回
サ

ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
新
進
演
奏
家
リ
サ
イ
タ
ル
オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
に
て
優
秀
賞
を
受
賞
。
第
38
回
打
楽
器

新
人
演
奏
会
に
て
最
優
秀
賞
と
審
査
員
特
別
賞

（
第
2
位
）
を
受
賞
。
神
奈
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
管
弦
楽
団
、
東
京
佼
成
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
、
名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
、
富

士
山
静
岡
交
響
楽
団
、
群
馬
交
響
楽
団
、
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
東
京
な
ど
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
に
打
楽
器
奏
者
と
し
て
賛
助
出
演
。
Ｕ
演

奏
家
協
会
会
員
。

2024年新年会
 

  

 
 【日時】 2024年 1 月20 日（土）

15：00　受け付け開始
15：30～18：30　演奏会、懇親会
 【会場】 東京都千代田区一ツ橋 2 ‒ 6 ‒ 2

日本教育会館 9 階　喜山倶楽部
【会費】 6,000円（100期以降は4,000円）、学生無料

 【交通】  地下鉄三田線・新宿線・半蔵門線 神保町駅 A1・A8・A9 出口 徒歩 3 分 
 

 

地下鉄東西線竹橋駅 1B 出口 徒歩 4 分

地下鉄
神保町駅

地下鉄竹橋駅

学士会館

共立講堂

丸紅

日本教育会館
如水会館

● A1出口 A2出口●

A8出口●
速
高
都
首

● 1b出口

　

会
報
1
0
7
号
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
24
ペ
ー
ジ
、

フ
ル
カ
ラ
ー
、
じ
っ
く
り
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
会
報
発
行
を
含
め
て

関
東
同
窓
会
の
活
動
は
、
会

報
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
会

員
の
皆
様
か
ら
の
年
会
費
で

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

会
報
発
行
は
支
出
が
大
き

い
活
動
の
一
つ
で
す
が
、
昨

今
の
物
価
高
騰
で
、
印
刷
、

製
本
、
送
付
な
ど
、
発
行
に

関
わ
る
ほ
と
ん
ど
の
分
野
で

値
上
げ
が
発
生
し
、
更
な
る

費
用
増
加
を
招
い
て
お
り
ま

す
。

　

一
方
で
、
皆
様
か
ら
の
年

会
費
納
付
は
、
残
念
な
が

ら
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　

会
報
は
年
会
費
の
納
付
に

関
わ
ら
ず
、
会
員
の
皆
様
へ

お
配
り
し
て
お
り
、
そ
の
数

は
５
，０
０
０
部
を
超
え
て

い
ま
す
。
会
報
を
ご
覧
に
な

っ
て
い
て
年
会
費
未
納
の
会

員
の
皆
様
、
ぜ
ひ
、
年
会
費

の
納
付
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

会
費
納
付
は
同
封
の
振
込

用
紙
、
ま
た
は
銀
行
振
込
で

お
願
い
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
郵
便
局
に
出
向
く
の
が

大
変
で
あ
る
と
の
ご
意
見
に

お
応
え
し
て
、
専
用
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
の
納
付
も
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。（
関
東
同
窓

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

バ
ナ
ー
「
年
会
費
等
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
入
」
を
ク

リ
ッ
ク
い
た
だ
い
て
手
続
き

で
き
ま
す
）

年会費の納付をお願いします
� 幹事長　平林一央 （75 期）

い
た
し
ま
す
。
新
年
会
に
て
皆
様
に
お

会
い
で
き
ま
す
こ
と
を
、
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
ま
せ
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　

伴
奏
の
ピ
ア
ノ
は
桐
朋
学
園
大
学
大

学
院
音
楽
研
究
科
音
楽
専
攻
修
士
課
程

修
了
、
山
口
静
夏
さ
ん
で
す
。
新
し
い

年
に
当
た
り
、
私
た
ち
に
新
た
な
力
を

届
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
な
演
奏
と
な
る

で
し
ょ
う
。

　

演
奏
会
の
後
の
懇
親
会
は
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
明
け
、
4
年
ぶ
り
に
立
食
形
式
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
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新
た
な
時
代
に
向
け
た
新
た
な
同
窓
会
活
動
の
取
り
組
み�

�

関
東
同
窓
会
会
長　

矢
島
基
美
（
72
期
）

第
62
回
総
会　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
形
式

直
撃
す
る
の
み
な
ら
ず
、
労
働
力
人
口

の
大
幅
な
減
少
を
も
た
ら
し
、
特
に
人

口
減
が
顕
著
な
地
方
に
あ
っ
て
は
、
地

域
社
会
そ
の
も
の
の
存
続
を
危
う
く
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

　

同
窓
会
の
組
織
や
活
動
も
ま
た
、
そ

の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会
員
が
高

齢
化
す
る
一
方
で
、
新
規
会
員
数
が
右

肩
下
が
り
に
な
る
か
ら
で
す
。
そ
の
う

え
、
価
値
観
が
多
様
化
す
る
な
か
、
同

窓
で
あ
る
こ
と
の
意
義
も
薄
ら
ぎ
つ
つ

あ
る
よ
う
で
す
。
か
り
に
集
ま
り
を
も

っ
た
と
し
て
も
、
同
級
会
ま
た
は
ご
く

親
し
い
友
人
た
ち
に
よ
る
か
、
課
外
活

動
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
の
単
位
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
だ
け
に
、
今
後
の
同
窓
会
の
あ
り

方
に
少
な
か
ら
ぬ
懸
念
を
覚
え
ま
す
。

　

関
東
同
窓
会
は
、
す
で
に
ご
承
知
の

と
お
り
、
昨
年
6
月
、
役
員
が
交
代
し

ま
し
た
が
、
私
ど
も
新
役
員
が
揃
っ
て

意
を
砕
き
、
取
り
組
も
う
と
す
る
活
動

も
そ
こ
に
目
が
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
会
則
に
掲
げ
る
2
つ
の
目

的
、「
会
員
相
互
の
親
睦
」
を
図
る
こ

と
、
お
よ
び
、「
母
校
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
」（
第
2
条
）
を
意
識
し
つ

つ
、
新
規
会
員
（
特
に
若
手
お
よ
び
女

性
会
員
）
の
確
保
を
重
点
化
項
目
と
し

た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
を
少
し
で
も
実
現
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
委
員
会
組
織
を

い
く
ら
か
改
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
新
た
な
委
員
会
体
制
の
も
と
、
多

様
な
会
員
の
意
向
や
ニ
ー
ズ
を
探
り
つ

つ
、
従
来
の
イ
ベ
ン
ト
に
工
夫
を
加
え

た
り
、
新
た
な
企
画
を
用
意
し
た
り
で

き
れ
ば
と
念
じ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば

総
会
や
新
年
会
で
さ
え
、
同
期
も
し
く

は
同
級
が
集
ま
る
貴
重
な
場
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
会
員
に
対
す
る
情
報
提
供
に
お
い

て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
最
大
限
に

活
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
使
い
や
す

く
、
有
益
か
つ
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
に

接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
班
の
関
東
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
、「
松
尾
倶
楽
部
」
ほ
か

の
各
種
団
体
と
の
つ
な
が
り
を
も
ち
、

関
東
同
窓
会
の
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
に
同

窓
会
活
動
に
か
か
わ
る
機
会
を
増
や
せ

る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
同

窓
会
の
活
動
を
支
え
る
財
源
の
確
保
、

ひ
い
て
は
財
政
の
健
全
化
に
も
資
す
る

は
ず
で
す
。
や
は
り
、
数
は
力
な
り
。

会
員
の
裾
野
を
広
げ
、
そ
の
つ
な
が
り

を
強
め
て
い
く
こ
と
で
、
年
会
費
の
よ

り
多
く
の
納
入
が
期
待
で
き
る
か
ら
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
一
方
で
、
支
出

の
見
直
し
を
通
じ
て
、
経
費
の
節
減
を

図
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
ほ
ど
、
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
新
な

思
い
を
胸
に
、
新
た
な
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
寄
る
年
波
の
せ
い

か
、
日
月
の
過
ぎ
ゆ
く
速
さ
に
驚
か
さ

れ
ま
す
。
ま
さ
に
、
人
生
は
長
く
、
し

か
し
、
一
炊
の
夢
の
ご
と
き
も
の
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
ま
で
巨
視
的
に
捉
え
れ
ば
、
物

事
は
す
べ
て
、
さ
ほ
ど
の
も
の
と
は
思

え
な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
日
本

社
会
が
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
未
曽
有

の
人
口
減
少
化
は
格
別
で
す
。
先
般

も
、
2
0
4
0
年
の
人
口
推
計
が
公
表

さ
れ
、
た
と
え
ば
18
歳
人
口
は
約
88
万

人
に
な
る
と
報
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。
そ
れ
は
高
等
教
育
機
関
の
経
営
を

　

関
東
同
窓
会
は
2
0
2
3
年
6
月
24

日
（
土
）、
東
京
都
千
代
田
区
一
ツ
橋

の
如
水
会
館
で
第
62
回
総
会
を
開
催
し

た
。
よ
う
や
く
4
年
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
形
式
（
講
演
会
、
総
会
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
、
立
食
形
式
の
懇
親
会
）

で
行
う
こ
と
が
で
き
た
（
講
演
会
と
総

会
は
リ
モ
ー
ト
視
聴
可
）。
実
行
委
員

長
は
75
期
の
一
之
瀬
康
利
さ
ん
、
出
席

者
は
1
8
9
人
（
内
リ
モ
ー
ト
13
人
）

だ
っ
た
。

　

ご
来
賓
と
し
て
母
校
の
宮
下
美
和
校

長
（
84
期
）、
同
窓
会
本
部
の
金
子
元

昭
理
事
長
（
68
期
）、
藤
井
哲
也
理
事

（
87
期
）、
関
西
同
窓
会
の
荻
原
靖
会
長

（
74
期
）、
中
南
信
支
部
の
小
池
健
一
支

部
長
（
67
期
）
に
ご
参
列
い
た
だ
い
た
。

★
第
1
部
　
講
演
会

　

定
刻
の
12
時
に
司
会
の
丸
山
誓
さ
ん

（
75
期
）
の
紹
介
で
講
師
の
金
吉
晴
さ

ん
（
75
期　

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
精
神
保
健
研
究
所
長
）
が

登
壇
、「
心
の
ト
ラ
ウ
マ
の
理
解
と
治

療
」
の
演
題
で
講
演
が
行
わ
れ
た
。
ご

自
身
の
経
歴
を
交
え
な
が
ら
、
ト
ラ
ウ

マ
と
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ

ス
障
害
）
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

く
だ
さ
り
、
そ
れ
ら
か
ら
の
回
復
に
つ

い
て
の
研
究
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い

た
。「
心
の
健
康
と
は
何
か
」
に
つ
い

て
考
え
る
契
機
と
な
る
講
演
で
あ
っ
た
。

★
第
2
部
　
総
会

　

10
分
間
の
休
憩
を
挟
ん
で
、
同
じ
く

丸
山
誓
さ
ん
（
75
期
）
の
司
会
で
、
総

第 62回総会で挨拶する矢島会長

総会で議案の承認

総会の様子
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会
が
開
会
し
た
。
近
藤
正
昭
会
長
（
69

期
）
の
挨
拶
に
続
い
て
、
ご
来
賓
の
ご

紹
介
を
行
い
、
同
窓
会
本
部
の
金
子
理

事
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
会

則
に
基
づ
き
大
工
原
潤
さ
ん
（
75
期
）

が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
議
事
が
進
行
し

た
。
例
年
の
第
1
号
議
案
「
2
0
2
2

年
度
会
務
報
告
」、
第
2
号
議
案

「
2
0
2
2
年
度
決
算
報
告
」、
第
3
号

議
案
「
2
0
2
2
年
度
監
査
報
告
」、

第
4
号
議
案
「
年
度
会
務
計
画
」、
第

5
号
議
案
「
2
0
2
3
年
度
予
算
」
に

加
え
て
、
第
6
号
議
案
「
会
則
改
定
」、

第
7
号
議
案
「
新
役
員
選
出
」、
第
8

号
議
案
「
相
談
役
の
推
挙
と
顧
問
の
委

嘱
」
と
多
く
の
議
案
の
審
議
・
採
決
を

行
っ
た
が
、
事
前
の
幹
事
会
で
重
ね
て

討
議
し
た
結
果
な
の
か
、
質
問
は
少
数

に
と
ど
ま
り
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

★
第
3
部
　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
吹
奏

楽
班
の
演
奏
会
」

　

副
実
行
委
員
長
の
五
十
嵐
剛
さ
ん

（
80
期
）
の
司
会
に
よ
り
、
上
田
高
等

学
校
吹
奏
楽
班
の
演
奏
会
が
開
幕
し

た
。
総
勢
43
人
の
大
編
成
に
よ
る

2
0
1
4
年
以
来
9
年
ぶ
り
の
関
東
同

窓
会
総
会
で
の
演
奏
で
あ
っ
た
。「
星

条
旗
よ
永
遠
な
れ
」「
上
田
高
等
学
校

校
歌
」「
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
と
ア
リ
ア
―
吹

奏
楽
の
た
め
に
」「
鯨
と
海
」「
ス
タ

ー
・
パ
ズ
ル
・
マ
ー
チ
」「
ア
ル
ヴ
ァ

マ
ー
序
曲
」「
レ
ト
ロ
」「
ジ
ョ
ン
・
ウ

ィ
リ
ア
ム
ズ
・
ス
イ
ン
グ
」「
宝
島
」

「
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｓ 

Ｏ
Ｆ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」

と
、
校
歌
を
2
曲
目
に
配
置
し
、
異
な

っ
た
ジ
ャ
ン
ル
を
織
り
交
ぜ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
っ
た
。
演
奏
者
と
の
距
離
が

近
く
、
迫
力
あ
る
演
奏
に
圧
倒
さ
れ
、

ま
た
繊
細
な
表
現
に
酔
い
し
れ
た
時
間

だ
っ
た
。
会
員
か
ら
は
素
晴
ら
し
い
演

奏
に
対
し
て
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
り

続
け
ら
れ
た
。

★
第
4
部
　
懇
親
会

　

懇
親
会
の
司
会
は
五
十
嵐
さ
ん
に
長

谷
川
剛
さ
ん
（
80
期
）
が
加
わ
っ
た
。

実
行
委
員
長
の
一
之
瀬
さ
ん
の
開
会
の

辞
に
続
い
て
宮
下
校
長
よ
り
ご
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
。
関
西
同
窓
会
の
荻
原
さ

ん
か
ら
ご
挨
拶
と
待
ち

に
待
っ
た
乾
杯
の
ご
発

声
が
あ
り
、
4
年
ぶ
り

の
立
食
形
式
の
懇
親
会

が
始
ま
っ
た
。
参
加
者

は
期
ご
と
の
テ
ー
ブ
ル

に
集
ま
り
、
料
理
や
飲

み
物
を
楽
し
み
な
が
ら

和
や
か
に
歓
談
し
た
。

マ
ス
ク
な
し
で
席
の
移

動
、
お
酌
も
可
能
に
な

り
、
楽
し
い
交
流
の
時

間
が
流
れ
た
。
宴
も
た

け
な
わ
、
高
田
忍
さ
ん

（
69
期
、
上
田
市
議
）

の
音
頭
で
、
久
し
ぶ
り

の
出
席
者
全
員
に
よ
る

校
歌
斉
唱
が
行
わ
れ
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。
終
了
時
間
も

近
づ
き
、
来
年
度
の
総

会
実
行
委
員
を
代
表
し
て
鴇
澤
省
一
さ

ん
（
76
期
）
の
来
年
度
総
会
成
功
へ
の

決
意
表
明
が
あ
り
、
五
十
嵐
さ
ん
の
閉

会
の
辞
に
よ
り
、
講
演
か
ら
5
時
間
に

及
ん
だ
第
62
回
総
会
が
無
事
終
了
し
た
。

吹奏楽班の演奏

吹奏楽班の演奏に聴き入る同窓生の皆さん 立食形式の懇親会

講演する金吉晴さん

うえだ　100号　P04

▼
第
58
回
総
会
・
懇
親
会

2
0
1
9
年
６
月
29
日
（
土
）、
如

水
会
館
で
開
催
。
72
期
を
中
心
に
実
行

委
員
が
運
営
を
担
当
し
、
2
5
9
人

が
参
加
し
た
。
福
田
礼
子
さ
ん（
72
期
）

の
講
演
と
母
校
室
内
楽
班
の
演
奏
会
を

行
っ
た
。

▼
20
年
新
年
会

2
0
2
0
年
１
月
18
日
（
土
）、
日

本
教
育
会
館
で
1
1
5
人
が
参
加
し
、

立
川
談
慶
師
匠
（
82
期
）
の
落
語
を
楽

し
ん
だ
。

▼
諸
活
動

・
幹
事
会
は
４
月
、
10
月
、
１
月
に
3

回
開
催

・
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
４
月
５
日
に
開
催
　
　
　

秋
は
荒
天
の
た
め
中
止

・
女
性
同
窓
生
の
会
は
４
月
14
日
開
催

・
絵
画
同
好
会
展
覧
会
は
８
月
に
開
催

・
赤
松
小
三
郎
研
究
会
主
催
の
講
演
会

は
９
月
28
日
に
開
催

▼
会
報

　
５
月
下
旬
に
98
号
を
、
12
月
中
旬
に

99
号
を
発
行

▼
収
支
決
算

・
年
会
費
納
付
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
た
が
、
総
額
2
5
8
万
円
で
予
算

未
達

・
寄
付
金
は
母
校
創
立
1
2
0
周
年

記
念
募
金
の
影
響
も
あ
り
、
58
万
円
と

予
算
未
達

・
広
告
収
入
も
98
万
円
で
予
算
未
達

・
そ
の
結
果
、
単
年
度
収
支
で
は
21
万

円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

▼
基
金
活
用
事
業

　
前
年
度
未
使
用
分
を
繰
越
金
と
し
て

織
り
込
み
、13
万
9
千
円
を
繰
り
入
れ
、

総
会
の
室
内
楽
班
招
へ
い
に
23
万
８
千

円
な
ど
、計
31
万
４
千
円
を
使
用
し
た
。

▼
そ
の
他

　
関
東
同
窓
会
創
立
60
周
年
を
記
念
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
会
報
ト
ピ
ッ
ク
ス
や

同
窓
会
活
動
の
紹
介
な
ど
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と

し
て
作
成
し
、
総
会
出
席
者
全
員
に
配

布
し
た
。

第
1
号
議
案

2
0
1
9
年
度
会
務
報
告
案

（
2
0
1
9
年
4
月
1
日
〜

2
0
2
0
年
3
月
31
日
）

第
3
号
議
案

2
0
1
9
年
度
監
査
報
告

（
2
0
1
9
年
4
月
1
日
〜

2
0
2
0
年
3
月
31
日
）

2
0
1
9
年
度
決
算
報
告
を
詳
細

に
監
査
し
た
結
果
、
適
法
か
つ
正
確
で

あ
る
こ
と
を
認
め
る
。

　
　
　   

2
0
2
0
年
４
月
16
日

　
　
　   

監
事
　
清
水
通
男
（
66
期
）

　
　
　
　  

　
　
倉
沢
　
裕
（
69
期
）

第2号議案　　2019年度決算案（2019年4月1日～2020年 3月31日）

運営基金（2019年度　決算案）一般会計・運営基金総括表
（2020年3月31日現在）

収　入　の　部
科目 予算 決算 差額

前期繰越金 2,421,402 2,421,402 0 

総会会費収入 1,900,000 1,920,000 20,000 
会報広告料 1,100,000 980,000 -120,000 
年会費収入 2,700,000 2,582,000 -118,000 
会議費収入 800,000 759,000 -41,000 
寄付金収入 700,000 583,000 -117,000 
雑収入 0 111,990 111,990 
受取利息収入 0 12 12 
基金より繰入 139,101 139,101 0 

（小　計） 7,339,101 7,075,103 -263,998 

（合　計） 9,760,503 9,496,505 -263,998 

支　出　の　部
科目 予算 決算 差額

総　会　費 1,900,000 1,878,619 -21,381 
会　報　費 2,489,000 2,570,140 81,140 
交　通　費 270,000 168,572 -101,428 
通　信　費 100,000 77,237 -22,763 
会　議　費 900,000 933,730 33,730 
渉　外　費 200,000 284,000 84,000 
印　刷　費 80,000 48,192 -31,808 
事　務　費 860,000 752,419 -107,581 
雑　　 　費 120,000 179,979 59,979 
テーマ推進費 120,000 81,600 -38,400 
基金活用事業費 300,000 314,026 14,026 

（小　計） 7,339,000 7,288,514 -50,486 
次期繰越金 2,421,503 2,207,991 -213,512 

（合　計） 9,760,503 9,496,505 -263,998 

科目 前期繰越 当期収入 当期支出 期末残高
運営基金 10,405,058 0 138,220 10,266,838 
同利息 0 881 881 0 

合計 10,405,058 881 139,101 10,266,838 

科目 金額 科目 金額
定期預金（大口定期） 10,266,838 運営基金 10,266,838 
普通預金（定期利息用） 0 
郵便振替口座 1,697,610 次期繰越金 2,207,991 
普通預金 159,866 
普通預金 350,515 

合計 12,474,829 12,474,829 

定期預金／普通預金（定期利息用）　：　みずほ銀行　兜町支店
郵便振替口座　： 日本橋郵便局
普通預金　：　ゆうちょ銀行　〇一八
普通預金　：　三菱ＵＦＪ銀行　大泉支店

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

アクト法律事務所
〒 107-0052
東京都港区赤坂３丁目９番 18 号
赤坂見附 KITAYAMA ビル３階
TEL：０３－５５７０－５６７１（代表）
FAX：０３－５５７０ー５６７４

【最寄りの交通機関】
地下鉄銀座線・丸ノ内線  赤坂見附駅下車徒歩１分

弁護士（所長）　 　 　 　 岩 井　重一（62期）
弁護士　　　　　安田　隆彦
弁護士　　　　　平澤　慎一
弁護士　　　　　波戸岡光太
社会保険労務士　岩井　信也　

2
0
1
9
年
度
の
会
務
報
告
案
と

決
算
案
、
監
査
報
告
を
以
下
の
通
り
提

案
し
ま
す
。

前期繰越金には、2018年度運営基金未使用分の、160,899円を含む

2
0
2
0
年
度
の
会
務
計
画
案
と

予
算
案
を
以
下
の
通
り
提
案
し
ま
す
。


